
われ等は郷土を愛し仕事に徹し人と和す

事務局メモ....・H ・..…H ・H ・.1 

1 目俳句….....・ H ・...・ H ・

儲ける…...・H ・......・H ・..1 
ビーノレは浮気封じ…..，.....1 
終戦日に想う'"・H ・...・H ・・・2

1 次 拝啓釧路選挙民様… ，・・…・3
東側と西側...0'.・H ・..……・・・4 .
アズナロ人物往来 4 

( 1 ) 

事

務

八
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二
十
一
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家
族
野
遊
会

東
釧
路
飛
行
場
に
於
て
石
狩
鍋
を

囲
み
楽
し
い
「
刻
を
過
し
去
り
行

く
夏
の
太
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び
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会
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併
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テ
ー
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の
借
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方
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ゲ
ス
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釧
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相
馬
課
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商
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佐
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先
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北
陽
高
校
五
十
嵐
先
生

星
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高
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森

先

生

テ
ー
マ
明
年
度
の
採
用
諸
問
題

出
席
二
十
一
一
名

発行所

役
員
会
十
月
七
日

議
題

1

経
過
行
事
に
就
て
の

反
省
予
定
行
事
の
具
体
策

に
就
て

十
二
月
例
会
に
つ
い

て

一

創
立
五
周
年
記
念
行
一

事

一
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は
じ
め

Tこう事と先んづ
。ーはい目。第
度承ふと ー
か知事の に
みばは話 考
しし金を へ
めてよき な
ていわき け
帰るもな れ
つも大が ば
ての 事ら な
来ので 、 り
ま、あ信ま
しもる用 せ

ビ
ー
ル
は
浮
気
封
じ

英
国
の
「
産
業
心
理
」
社
は
こ
の
ほ
市

ど
「
ビ
ー
ル
を
愛
飲
す
る
男
は
少
な

閃

く
と
も
禁
酒
家
よ
り
は
奥
さ
ん
に
忠
吉

実
な
-は
ず
」
と
い
ろ
調
究
報
告
を
発
十

表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ビ
ー
ル
【

飲
み
は
H

お
時
間
H

が
近
づ
く
と
一
一
J

穫
の
原
始
的
な
緊
張
を
覚
え
る
。
こ
一
一

の
緊
張
感
は
照
始
人
が
狩
り
に
出
か
十

け
る
と
き
感
じ
た
興
奮
に
も
似
て
お
一

り
、
セ
ッ
ク
ス
以
上
の
衝
動
力
を
持
?

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
彼
ら
に
と
っ
て
↑

は
色
ど
と
は
二
の
次
な
の
だ
そ
う
だ
T

と
い
う
わ
け
で
、
間
報
告
は
ピ

i
ル
?

の
飲
ん
べ
植
え
亭
主
を
持
つ
世
の
奥
さ
(

八
方
に
「
ピ
l
ル
飲
み
は
う
わ
気
を
一

し
な
い
と
い
う
事
実
に
免
じ
て
了
と
弔

さ
れ
た
い
」
と
訴
え
て
い
る
。
竺

(
ロ
イ
タ
ー
H
共
同
通
信
よ
り
)
一



(2) 

終
戦
記
念
日
に
想
う

渡

部

政

雄

昭
和
二

O
年
八
月
一
五
日
此
の
日
は
一員
は
ポ
l
イ
も
合
め
八

O
人
余
り
、

我
々

日
本
人
に
と
っ
て
「
生
忘
れ
る

一当
時
の
大
型
商
船
で
す
、
十
二
月
函

事
の
出
来
な
い
日
で
あ
り
ま
す
。

一館
ド
ッ
ク
に
て
定
期
検
査
を
済
ま
せ

不
滅
を
、
ほ
こ
っ
た
我
が
日
本
軍
日
一
「
路
樺
太
の
真
聞
に
向
う
べ
く
函
館

清
日
露
の
大
戦
に
も
勝
利
を
挙
げ
た
一
を
出
港
致
し
ま
し
た
本
船
は
途
中
小

軍
隊
が
物
の
見
事
に
破
れ
我
々
日
本

一樽
に
寄
港
船
客
と
貨
物
を
積
込
ん
で

人
一
人
一
人
が
初
め
て
敗
戦
と
言
う

一
出
港
致
し
ま
し
た
、
此
れ
が
私
の
初

事
を
味
わ
っ
た
事
で
す
、
以
釆
二

O
一航
海
で
す
、
以
来
新
潟
|
|
恵
須
取

年
余
世
界
で
も
類
を
見
な
わ
程
の
早

一聞
を
月
三
一
航
海
程
の
割
合
で
航
海
致

さ
で
復
興
を
見
せ
再
び
元
の
日
本
の
一
し
ま
し
た
、
一
月
中
旬
よ
り
二
月
一

姿
に
な
り
世
界
の
人
々
の
目
を
見
張
一
杯
の
潤
真
岡
を
す
ぎ
て
聞
も
無
く
一

ら
せ
て
周
り
ま
す
。
一
面
の
氷
原
体
に
入
り
ま
す
見
渡
す
限

毎
年
終
戦
記
念
日
の
八
月
十
五
日
頃
一
り
何
処
迄
も
/
¥
白
一
色
の
大
氷
原

に
な
り
ま
す
と
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
一
の
中
一
条
の
青
い
水
海
の
航
跡
を
残

テ
レ
ビ
等
で
当
時
の
事
を
思
い
出
さ
一
し
ば
り

f
¥と
船
体
を
振
わ
せ
て
突

せ
る
様
な
報
道
が
入
り
末
だ
に
異
国

一き
進
む
有
様
実
に
ソ
ヲ
カ
シ
な
物
で

の
丘
に
居
る
人
叉
外
地
応
て
行
方
不
一船
客
も
我
々
船
員
も
寒
さ
を
忘
れ
只

明
の
人
等
居
る
様
で
す
、
軍
隊
の
入

一比
の
様
子
を
な
が
め
て
居
り
ま
す
、

隊
検
査
で
は
ね
ら
れ
て
私
は
軍
隊
生
一
間
宮
海
峡
も
、
す
っ
か
り
と
氷
応
と

活
と
言
う
も
の
は
味
わ
い
ま
せ
ん
が
一
ざ
さ
れ
本
当

κ歩
い
て
対
岸
の
ソ
ピ

昭
和
十
九
年
十
月
無
線
電
信
の
学
校
一
ヱ
ト
迄
も
行
け
る
様
で
す
、
此
の
様

を
卒
業
と
企
時
に
大
阪
商
船
に
入
社

一
な
氷
原
の
一中
に
入
る
と
航
空
機
以
外

全
社
の
白
龍
丸
と
言
う
当
時
日
本
に
一
軍
艦
と
言
へ
ど
も
入
っ
て
来
れ
な
い

は
数
の
少
な
い
砕
氷
船
の
次
席
通
信
一
た
め
安
全
芯
も
の
で
す
、
恵
須
取
は

士
と
し
て
乗
船
致
し
ま
し
た
、
此
の

一港
の
施
設
の
悪
い
処
で
沖
A合
口
停
泊
の

船
は
昭
和
十
六
年
函
館
ド
ヅ
ク
に
て一

た
め
船
客
は
此
処
よ
り
船
を
降
り
歩

進
水
致
し
ま
し
た
三
二

O
O屯
の
貨
一
い
て
町
に
入
り
貨
物
は
氷
土
荷
役
と

客
船
で
新
得
|
|
小
樽
|
l
真
間
一

T=言一

.
|
|
l
恵
須
取
の
定
期
航
路
船
で
貨
物
一て
、
ト
ラ
ヅ
ク
、
馬
ソ
リ
等
が
本
船
の

と
船
客
を
乗
せ
て
航
海
し
て
居
り
船
一
廻
り
に
釆
て
降
し
た
貨
物
を
積
み
町

へ
運
ん
で
行
き
ま
す
、
恵
須
取
に
は
一
反
転
、
稚
内
港
に
向
け
引
返
し
ま
し
一
結
地
大
泊
に
向
い
ま
し
た
。
稚
内
申

王
子
製
紙
の
工
場
が
あ
り
帰
路
は
殆
一
た
。
陸
上
の
無
線
局
よ
り
は
何
度
も

一|
|
大
泊
間
は
九
十
哩
の
処
で
本
船
一

ん
ど
紙
を
積
ん
で
内
地
へ
運
び
ま
す
一

F
¥戦
争
は
敗
れ
終
っ
た
か
ら
樺
太

一団
十
五
哩
の
ス
ピ
ー
ド
で
行
く
と
、

一

貨
物
船
と
違
ひ
客
船
は
船
員
ば
か
り
一
近
海
の
航
行
船
舶
は
至
急
北
海
道
り
一
六
時
間
午
后
八
時
頃
に
は
大
泊
に
入

「

で
な
く
、
老
、
若
、
男
女
諸
々
の
人

一港
へ
入
る
様
打
電
し
て
参
り
附
近
に
一
港
改
ま
す
、
我
々
の
船
団
が
一
番
早
一

が
乗
船
す
る
の
で
な
か

f
¥面
白
い
一
見
え
る
船
は
皆
稚
内
に
向
け
全
力
で
一
い
船
団
で
、
他
の
船
団
は
十
時
間
か

市

も
の
で
色
々
エ
ピ
ソ
l
ト
も
有
り
ま

一航
行
し
て
居
り
ま
す
。
此
の
た
め
稚

一ら
十
一
時
間
位
い
要
す
る
も
の
ば
か

一

す
が
此
れ
は
失
礼
さ
せ
て
裁
き
ま
す
一
内
港
は
一
時
十
数
隻
の
商
船
が
入
り
一
り
で
す
。
米
軍
の
航
空
機
に
逢
う
か

一

恵
須
取
港
で
一

|
|
二
泊
致
じ
ま
す
一
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
積
荷
は
稚
一
ソ
連
の
総
船
巴
逢
う
か
、
そ
れ
ば
か

一

が
停
泊
中
は
る
か
遠
く
よ
h

り
お
し
て
士
門
に
降
し
て
も
仕
釆
し
切
れ
な
い
た

一り
が
心
配
で
し
た
が
辛
い
当
日
宗
谷

一

来
る
氷
の
中
に
本
船
は
、
厚
い
氷
に

一
め
船
客
の
み
下
船
さ
せ
、
今
后
の
状
一
海
峡
は
非
常
に
強
い
海
霧
が
発
生
し
一

は
さ
ま
っ
た
様
な
状
態
な
た
め
夜
分
一
況
待
ち
と
言
う
事
に
な
り
ま
し
た
ω

一
発
貝
さ
れ
る
度
合
は
割
合
少
い
日
で

汁

な
ど
は
不
気
味
な
土
日
が
間
と
え
、
船
一翌
十
六
日
入
浴
船
各
船
長
が
集
り
、
一
し
た
o

本
船
の
一

O
O米
先
に
宗
谷
(

が
押
つ
ぶ
さ
れ
る
の
で
は
、
な
い
か

一
日
本
も
敗
れ
た
以
上
米
軍
上
陸
と
全
一
丸
が
進
み
だ
左
右
の
側
に
は
海
防
艦
一

と
思
う
程
で
す
。
戦
争
も
末
期
と
な

一時
に
ど
の
様
な
事
に
な
る
か
わ
か
ら
一
が
此
れ
又
一

O
O米
の
問
を
置
い
て
戸

り
沖
縄
基
地
の
未
軍
よ
り
短
破
の
日
一
な
い
が
樺
太
に
居
る
日
本
人
は
、
ソ
一
つ
い
て
居
り
ま
す
が
海
霧
が
強
い
た
一

本
向
け
放
送
等
で
日
本
は
負
け
戦
さ
一
連
軍
上
陸
と
全
時
に
叉
戦
争
つ
ら
し
い
一
め
何
も
見
事
え
ず
只
自
分
の
船
の
船
尾

一

と
言
う
事
は
大
体
わ
か
っ
て
居
り
ま
一
せ
め
て
帰
女
子
の
み
で
も
日
本
本
土
一
と
船
先
と
が
、
か
す
か
に
見
え
る
状

一

し
た
。
航
海
中
は
二
十
四
陪
間
勤
務
一
に
帰
し
た
い
も
の
だ
と
言
う
事
で
、
一
態
、
進
路
と
ス
ピ
ー
ド
の
み
に
気
を

一

で
本
船
に
は
無
線
局
長
、
次
席
、
三
一
ソ
連
軍
の
釆
な
い
内
に
と
日
本
人
帰

一付
け
、
甲
板
員
全
員
船
先
に
立
っ
て

-

席
と
三
人
の
通
信
士
が
居
り
ま
し
た

一女
救
出
の
相
談
が
出
来
上
っ
た
当
時
一
見
張
り
乍
ら
の
航
海
で
し
た
。
我
々

一

の
で
四
陪
間
勤
務
の
八
陪
間
休
み
と

一
ス
ピ
ー
ド
の
有
る
船
は
殆
ん
ど
軍
の
一
通
信
士
は
、
電
波
の
発
信
は
非
常
の

一

言
う
勤
務
で
す
、
太
平
洋
側
の
方
は

一御
用
船
と
な
り
、
ス
ピ
ー
ド
の
無
い

一場
合
以
外
一
切
出
来
ず
全
神
経
を
耳

一

敵
潜
水
艦
に
よ
る
危
険
度
が
多
い
た

一船
ば
か
り
が
国
内
に
残
っ
て
居
た
。

一
に
し
て
配
置
に
つ
い
℃
居
る
の
み
で
一

め
一
般
商
船
は
殆
ん
ど
日
本
海
を
航
一
私
達
の
日
龍
丸
は
砕
氷
船
と
一
一=口
う
特
一
す
。
比
の
様
な
航
海
で
午
后
八
時
頃
一

海
し
太
平
洋
側
は
軍
関
係
の
船
が
多
一
殊
な
船
の
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
は
早
か
一
無
事
大
泊
入
港
接
岸
の
上
直
ち
に
婦

一

い
様
で
し
た
。
敵
般
船
に
攻
撃
を
受
一
っ
た
が
軍
の
御
用
船
に
ほ
取
ら
れ
ず
↑
女
子
の
み
の
乗
船
が
始
ま
り
ま
し
た
一

け
だ
船
よ
り
発
す
る
%
O
S
の
無
電

一居
り
ま
し
た
。
比
の
救
出
作
業
は
単
一
男
は
十
二
才
以
下
の
者
の
み
乗
船
が

一

は
昼
夜
を
分
た
ず
入
電
し
全
く
あ
わ

一独
航
海
ぼ
危
険
度
が
多
い
た
め
、
船
一
許
さ
れ
、
そ
れ
以
上
の
者
は
、
ソ
連

一

わ
な
物
だ
と
、
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ

一団
を
組
ん
で
行
く
事
に
な
り
大
体
全
一
と
一
戦
交
べ
る
と
非
常
な
意
気
込
み
↑一

ら
れ
ま
し
た
。
八
月
十
四
日
小
樽
を

一じ
ス
ピ
ー
ド
の
出
る
船
同
士
山
が
船
団
一
で
す
、
電
灯
は
一
切
点
灯
せ
ず
真
暗
一

出
港
し
た
本
船
は
、
一
路
真
岡
向
け

一を
組
む
事
に
な
り
ま
し
た
。
私
達
は
一
な
中
、
乗
船
は
開
始
さ
れ
ど
ん
ど
ん
一

航
行
中
十
五
日
の
終
戦
放
送
を
丁
度
一稚
泊
連
絡
船
宗
谷
丸
と
組
み
、
別
に

一乗
船
し
て
来
ま
す
。
荷
物
は
人
間
本
一土

宗
谷
海
峡
の
真
中
で
聞
き
、
此
処
で

一海
妨
艦
二
隻
と
共
に
十
六
日
午
后
二

一位
に
乗
船
さ
せ
る
関
係
上
一
人
一
個

比
れ
以
上
進
む
事
は
危
険
と
進
路
を

一時
稚
内
を
出
港
日
本
人
帰
女
子
の
集
一
と
し
背
負
え
る
だ
け
大
き
な
袋
に
つ



め
込
ん
だ
物
を
背
負
い
、
よ
ろ
よ
ろ
一
キ
の
土
も
入
、
入
、
人
通
り
路
の
無
一
逃
げ
た
事
も
あ
り
ま
す
。
比
の
様
な
一
け
多
数
の
引
揚
げ
日
本
人
を
乗
せ
た
一
に
帰
る
人
と
運
ん
で
参
り
ま
し
た
。
冒

と
乗
船
し
て
来
ま
す
。
接
岸
会
れ
た
一
い
程
本
船
で
約
二

0
0
0人
位
つ
め
一
救
出
作
業
を
三
度
や
り
、
あ
る
事
情
一ま
h
沈
ん
だ
事
件
、
波
の
三
隻
の
船
一
今
度
の
航
海
は
安
全
で
し
た
が
日
本
づ

船
の
上
に
は
婦
女
子
の
み
岸
の
上
に
一
込
み
又
海
防
艦
の
デ
ッ
キ
の
上
に
も

一
の
た
め
一
と
度
び
小
樽
仏
国
航
積
荷
一
の
船
員
も
我
々
と
行
動
を
共
に
し
て
一
へ
帰
る
人
の
中
に
ほ
、
男
装
の
女
性
一

ほ
失
や
子
供
が
残
り
此
れ
が
此
の
世
一真
黒
に
な
っ
て
人
が
乗
込
ん
で
居
り

一を
全
部
降
ろ
し
て
、
再
び
様
太
へ
向

一救
出
作
業
中
不
幸
に
し
て
ギ
セ
イ
に
一
敵
に
追
わ
れ
子
供
達
と
別
々
々
に
な
?

の
別
れ
か
と
、
さ
め
ざ
め
と
泣
く
姿
一ま
す
。
一
刻
も
早
く
稚
内
べ
と
全
速

一う
べ
く
小
樽
へ
向
け
航
行
致
し
ま
し一

な
っ
た
人
々
で
す
。
私
達
の
船
白
龍
一
っ
た
入
、
等
此
れ
又
泊
な
く
し
て
は
↑

に
は
私
達
も
本
当
に
涙
な
く
し
て
は

一力
で
進
み
ま
す
勾
稚
内
に
入
る
と
直

一
た
。
此
の
時
利
尻
島
沖
辺
り
で
、
敵
一丸
は
三
隻
の
事
故
を
開
い
た
時
再
度
一聞
か
れ
な
い
事
ば
か
り
で
す
。
一

見
ら
れ
な
い
様
子
で
し
た
。
約
二
時
一
ち
に
人
を
降
し
再
び
大
泊
に
向
け
出
一潜
水
艦
が
附
近
に
居
る
と
の
情
報
が

一大
泊
民
向
け
出
港
準
備
中
で
し
た
が

一私
は
毎
度
此
の
終
戦
記
念
日
の
報
道
一

間
程
で
乗
れ
る
だ
け
の
人
員
を
乗
せ

一港
致
し
ま
す
。
二
度
目
の
航
海
の
時

一入
り
附
近
の
船
と
共
に
、
ク
モ
の
子
一取
止
め
と
な
り
、
今
度
は
引
揚
輸
送

一を
聞
く
た
び
に
当
時
の
事
が
目
の
前
一

ま
す
と
、
船
は
静
か
に
出
港
致
し
ま

一
で
し
た
か
大
泊
に
て
乗
船
開
始
し
て
一
を
散
ら
す
様
逃
げ
た
事
も
あ
り
ま
し
一
船
に
指
定
さ
れ
、
船
の
荷
側
及
び
煙
一
に
思
い
出
さ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
一

す
。
最
后
の
別
れ
に
泣
さ
け
ぶ
女
や

一間
も
無
く
無
電
に
て
、
ソ
連
艦
船
が

一た。

今
で
も
八
月
十
五
日
頃
に
な
る

一突
に
大
き
く
白
十
字
の

7
1
ク
を
付

一

終

り

百

子
供
達
の
芦
は
又
一
際
大
き
く
な

三

樺
太
応
向
け
航
行
中
と
の
情
報
が
入

一と
必
ず
報
道
さ
れ
ま
す
小
笠
原
丸
外

一け
、
舞
鶴
|

|
釜
山
|

博

多

|

|

一

一

一

て
参
り
ま
す
。
船
室
も
通
路
も
デ
ヅ

一り
、
乗
船
時
聞
を
切
上
げ
全
速
力
で

一
二
隻
が
留
廊
沖
で
潜
水
艦

撃
を
受
-釜
山
と
本
国
に
帰
る
人
又
日
本
本
土

一

一
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一ま
す
。

一

ら
、
私
達
の
身
近
な
打
て
ば
カ
l
y
一は
出
来
る
筈
で
す
。
も
っ
と
選
拳
権
士

克

手

書

洲

各

翠

挙

乏

栄

一

一

一

一

一

ぉ

t草
留

日

位

、

入

者

長

春

一次
の
衆
院
選
拳
に
は
、
乙
の
釧
路
に
一
と
響
〈
方
に
晴
舞
台
に
出
て
戴
き
た
一
を
持
っ
た
私
達
に
も
責
任
を
持
っ
こ

今

回

英

三

一住
む
者
は
、
失
張
り
釧
路
か
ら
選
出
一
い
の
で
宣
言
訴
へ
る
次
第
で
御
座

一き

だ

と

存

じ

ま

す

。

一

一
の
議
員
を
選
ん
で
欲
し
い
も
の
で
す
一

居
ま
す
。

一

家
業
の

た
め
の
引
退
と
言
は
れ
て
お
ア

拝

啓

釧

路

選

挙

民

様

一

地

方
で
二
人
の
私
達
の
代
表
を
選
ぶ

一
「
商
じ
五
区
か
ら
出
れ
ば
、
同
じ
じ
一
結
論
か
ら
一
吉
へ
ば
、
私
達
の
郷
土
は
一
り
ま
す
が
、
阿
部
一
族
に
人
物
が
無
出

先
の
衆
院
選
が
過
ぎ
て
、
す
ぐ
に
皆
一
事
が
出
来
た
の
に
、
一
人
も
出
せ
な

一ゃ
な
い
か
。

」
と
他
の
地
方
の
議
員

一我
が
子
孫
の
だ
め
の
郷
土
な
の
で
す
一
い
訳
で
は
な
し
、
事
業
を
社
長
の
代
古

様
に
私
な
り
に
義
慣
を
訴
へ
、
お
便

一か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
今
か
ら
思
い
一
を
支
持
し
て
居
る
方
々
は
言
っ
て
居

一
そ
の
土
地
の
発
展
と
そ
の
子
孫
の
繁
一
理
で
切
り
盛
り
出
来
な
い
無
能
な
社
一
一

り
を
差
上
げ
ま
し
た
が
、
今
回
叉
釆
一
出
b
て
も
、
断
協
に
た
え
ま
せ
ん
。

一
り
ま
す
が
、
前
回
も
そ
の
様
に
し
て

一栄
の
た
め
に
な
る
議
員
は
、
矢
張
り
一
員
、
許
り
で
な
.
ぃ
筈
で
す
。

一一

春
予
想
さ
れ
る
衆
議
院
議
員
選
挙
に
一
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
私
達
の
様
な
一
破
れ
た
の
で
す
o

釧
路
市
は
他
の
議
一
郷
土
の
議
員
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
一
釧
隠
選
挙
民
様
土

つ
い
て
、

皆
様
に
は
、

ど
の
様
な
お
一
商
業
人
の
集
り
に
「
あ
す
な
ろ
ク
ヲ
一
員
か
ら
見
れ
ば
切
り
崩
し
工
作
の
し
一
が
心
配
は
そ
れ
許
り
で
は
あ
り
ま
せ

一私
達
の
一
票
の
蓄
積
が
正
し
い
使
い
一

考
へ
で
お
ら
れ
る
か
と
、
日
を
増
す
一
プ

一と
い
ふ
の
が
あ
り
、
開
設
し
て
一
易
い
所
と
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

一
ん。

一方
に
よ
り
、
よ
り
良
い
郷
土
の
た
め
十

ご
と
に
心
配
か
募
る
許
り
な
の
で
不
一
よ
り
満
五
年
程
た
っ
て
居
り
ま
す
。
一
私
の
考
で
は
、
や
は
り
釧
路
の
ど
ろ
一

前
回
岡
田
さ
ん
は
、
道
東
の
組
識
票

一
に
働
い
て
戴
け
る
方
に
山
山
て
も
ら
ど
叫

晶
状
な
が
ら
お
手
紙
を
出
し
た
次
第
で
一
一
ヶ
月
に
一
、
二
回
集
り
各
自
の
意
一
ん
と
の
大
地
に
生
れ
、
魚
箱
の
に
お

一
に
た
よ
り
過
ぎ
、
苦
杯
を
な
め
た
訳
一
た
い
も
の
で
す
ね
。
一
つ
の
権
力
の
で

一
見
を
交
換
し
、
自
分
の
事
業
や
、
生
一
い
の
空
気
を
吸
い
漉
彩
の
た
ち
と
め

一
で
す
が
、
来
春
の
た
め
捲
土
重
来
を

一座
を
政
治
に
結
び
つ
け
る
人
、
そ
れ
士

前
回
三
十
八
年
十
一
月
の
衆
院
選
拳
一
活
に
い
く
ら
か
で
も
プ
ラ
ス
に
し
、
一
た
土
地
で
育
っ
た
人
で
な
け
れ
ば
、

一ね
ら
っ
て
居
り
営
々
と
実
を
結
ん
で

一を
利
用
し
よ
う
と
す
る
人
が
多
い
内
÷

に
は
誠
に
悲
劇
的
な
結
末
で
終
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